
「南海トラフ地震に関連する情報」 
と 

洪水警報を補足する「危険度分布」 
について 

 

京都地方気象台 

平成３０年６月８日 

平成３０年度京都府防災会議 



 「南海トラフ地震に関連する情報（臨時）」第１号 

対象事象発生後、約30分以内に
発表 
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 内容は「判定会の開催のお知らせ」 



 「南海トラフ地震に関連する情報（臨時）」第２号 

対象事象発生、約２時間後に 
発表 

○見出し 
現象のまとめを記述 

○本文 
現象の詳細を記述 
 メカニズム 
 可能性が高まっていると 
 判断した根拠 

○本文 
次回の発表時刻を記述 
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南海トラフの東側だけで大規模 
地震が発生した場合の例 



 「南海トラフ地震に関連する情報（定例）」 

地震及び地殻変動の状況を説明 
 定時を見ておくことで、地震の
活動状況が把握でき、臨時発表時
の理解に役立ちます。 
 更に詳しく知りたい場合は、気
象庁HPの報道発表資料に南海トラ
フ地震に関連する情報（定例）に
ついて判断の基となるデータが
載っています。 

毎月、月初めに発表 

4 



 「南海トラフ地震に関連する情報（定例）」 

 「南海トラフ地震に関連する情報（定例）」 

報道発表資料 抜粋 
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 普段から情報に接しておくことが、いざと言う時に役立ちます。 



基準による判定結果を 
地図上に表示 

市町村単位で 
警報等を発表 

住 民 

危険度が高まる場所の情報 

市町村 
洪水注意報 

洪水警報 

危険度の高まりを伝える情報 

等 

危険度の 
高まりを 
伝える 

精緻化した 
流域雨量指数 

洪水警報等が発表された市町村内に 
おいて、実際にどこで危険度が 
高まっているかを確認。 

対象地点

河川に流れ出た雨水が
河川に沿って流れ下る。

河川の上流域に降った雨水が地表面を流れたり
地中に浸み込んだりして河川に流れ出る。

流 域

上流から流れてきた雨水が
河川の合流により集められる。

洪水警報の危険度分布 

３時間先 
までの予測 

高
危
険
度

低

 危険な地域 
を視覚的 
に確認 

 洪水警報の危険度分布 
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河川の洪水危険度をリアルタイムで予測 
 （政府インターネットテレビより：https://nettv.gov-online.go.jp/prg/prg16847.html） 
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平成29年９月 台風第18号時の洪水警報の危険度分布 

8 

平成29年９月17日：中小河川の危険度を予測も含め提供 



 危険度分布の利用（まとめ） 

Pull型の情報 Push型の情報 

注意報 

等 

市町村 
危険度の 

  高まり等を  
伝える 

警報 

住 民 
危険の詳細を把握 

警報級の可能性 

危険度の高まりを伝える 

土砂災害警戒情報 

特別警報 

市町村長の避難勧告 
住民の主体的避難 

○○市 今後の推移（ 警報級 注意報級）
備考

警報・注意報等
7日 8日

18時21時 0時 3時 6時 9時 12時15時18時

大雨

雨量(ミリ) 10 30 60 60 50 30

（浸水害） 浸水注意

（土砂災害） 土砂災害注意

洪水 （洪水害）

雷 竜巻、ひょう

危険度が高まる時間帯と場所 

 危険度の高まる 
タイミングや 
エリアを確認 

 警報（危険度の時系列） 

等 

いつ 

高
危
険
度

低

警報の危険度分布 
どこで 

 警報等が発表されたときに、危険度が高まる時間帯と場所を一目で把握できる 
情報が提供されている。現地情報と合わせて用いることで、市町村や住民が、 
これまで以上に納得感を持って避難勧告や避難開始を判断できるようになった。 
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現地 

情報 

予測 

情報 

避難 

勧告 

 内閣府の「避難勧告等に関するガイドライン」が平成29年1月に改定され、急激な 

水位上昇が発生する中小河川（水位周知河川・その他河川）における避難勧告等の 

判断には、水位計や監視カメラ画像から得られる“現地情報”に加え、「流域雨量指数の 

予測値」（洪水警報の危険度分布）などの水位上昇の見込みが判断できる 

“予測情報”も合わせて活用するという新たな考え方が追記されました。 

    中小河川における避難勧告の判断の考え方 
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H28年度 


